
 

 

 

                                                          平成21年度 学校評価計画書 
 

 石川県立中島高等学校 
 

重点目標 
 

具体的取組 
 

主担

当 

 

現状 
 

評価の観点 
 

実現状況の達成度判断基準 
 

判定基準 
 

備考 

 

①

 

登校時における遅刻

指導の徹底を図る。 

 

生徒

課 

学年

会 

 

昨年度の遅刻者数は一日平均3,2
人、その割合は、3,2％であった

が、更なる遅刻者の減少を目指し

たい。 

 

【成果指標】（生徒） 

一日に遅刻する生徒の

割合。 

 

Ａ 2％未満であった。 

Ｂ 3％未満であった。 

Ｃ 4％未満であった。          

Ｄ 4％以上であった。              Ｃ 

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 

 

②

 

生徒に対し、容儀指

導の意義を理解させ

、指導の徹底を図る

。 

 

生徒

課 

 

生徒の自己評価では、容儀がきち

んと整っていると答える生徒は7
8,9％であった。 

 

【成果指標】（生徒） 

容儀がきちんと整って

いる。 

 

Ａ ９０％以上であった。 

Ｂ ８０％以上であった。 

Ｃ ７５％以上であった。         

Ｄ ７５％未満であった。           Ｂ 

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 

 

③

 

授業に集中できない

生徒に対して、個別

指導を行う。 

 

生徒

課 

教務

課 

 

授業に集中できる生徒は、76％で

評価はＣであった。教職員が授業

を創意工夫し、興味･関心を高め

ることが求められる。 

 

【努力指標】 

私語等をして授業に集

中できない生徒に対し、

個別の事後指導を行っ

ている。 

 

Ａ ９０％以上であった。 

Ｂ ８０％以上であった。 

Ｃ ７０％以上であった。         

Ｄ ７０％未満であった。            Ｃ 

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 

 

 

１

 

 基本的な

生活習慣を

確立し、規範

意識を高め

自律心のあ

る生徒を育

成する。 

 

④

 

環境美化週間を設定

し、保健委員会活動

を活発にする。 

 

保健

指導

課 

学年

会 

 

生徒はまじめに清掃に取り組ん

でいるが、生徒数が減少し担当者

が少なくなっている中で、より徹

底した環境美化活動が求められ

る。 

 

【満足度指標】（生徒） 

環境美化週間を月１回

設けて、保健委員会の活

動を活発にする。 

 

Ａ 委員会活動が活発になり、年間を通して美化

  活動が全て計画通りに実施できた。 

Ｂ 委員会活動が活発になり、環境美化週間はほ

  ぼ計画通りに実施できた。 

Ｃ 委員会活動は活発になったが、美化活動はや

  や物足りなかった。 

Ｄ 委員会活動はあまり活発にならず、、美化活

  動も物足りなかった。            Ｂ 

 

評価でＡ+Ｂが

８０％以下の場

合は、取り組み

を見直す。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 



 

 

   
 

⑤

 

生徒一人一人をよく

観察し、問題行動の

再発を防ぐ。 

 

生徒

指導

課 

 

生活態度・授業態度は、概ね良好

であるが、指導を継続したい。

 

【成果指標】 

生徒の生活態度・授業態

度がきちんとしている。 

 

Ａ ９０％以上であった。 

Ｂ ７０％以上であった。 

Ｃ ５０％以上であった。           

Ｄ ５０％未満であった。             A 

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 

 

 

 

重点目標 
 

具体的取組 
 

主担

当 

 

現状 
 

評価の観点 
 

実現状況の達成度判断基準 
 

判定基準 
 

備考 

 

①

 

個々の生徒のレベル

に対応した、より適

切な授業を行い、習

熟度別少人数学習の

メリットを生かすさ

らなる工夫を行う。 

 

英語・数学の習熟度別授業はわか

りやすいと感じている生徒は82
％と向上した。教員内部でも91
％が習熟度別授業によって授業

改善が進み、成果が得られたと考

えている。 

 

【満足度指標】（生徒

） 

習熟度別授業は、数学

や英語を理解するの

に役立っている。 

 

Ａ  90％以上  

Ｂ 80％以上  

Ｃ 70％以上 

Ｄ 70％未満                      Ｃ 

                                  

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 

 

②

 

指導法の改善や教材

の開発を進め、授業

公開・研究協議を充

実させる。 

 

前年は３教科において要請訪問、

研究授業を行い授業力向上に努

め、他教科でも工夫が進んだ。内

部73％が学習指導計画を工夫し

授業研究を行ったと判断してい

る。更なる向上の余地がある。

 

 【努力指標】 

学習計画を工夫し、授

業研究を計画的に実

施している。 

 

Ａ  90％以上               Ｂ

 70％以上 

Ｃ 50％以上               Ｄ

 50％未満                      Ｂ 

                                  

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 

 

２

 

 基本的な

学習習慣を

身につけ、基

礎基本の習

得を図ると

ともに学習

意欲の高揚

を促す。 

 

③

 

 放課後・長期休業中

を活用して特別学習

指導を実施する。 

 

教務

課 

教  
科 

 

89％の生徒が教師は学習意欲を

高めようと努力していると感じ

ているとし、授業力向上が顕現し

ている。小テストや課題テストの

実施とともに、興味関心を喚起す

る取り組みで、生徒の授業への満

足度を高いものにする。 

 

 【満足度指標】（生

徒） 

授業評価において、「

先生は、生徒たちの学

習意欲を一層高めよ

うと努力している」と

感じているか。 

 

Ａ  90％以上               Ｂ

 70％以上 

Ｃ 50％以上               Ｄ

 50％未満                       Ｂ 

 

                                  

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

日々行

う。 



 

 

 

④

 

適切な家庭学習課題

を与えるなどして、

家庭学習の定着を図

る。 

 

家庭学習の課題を恒常的に準備

した教師は36％である。適切な家

庭学習課題を準備し、粘り強い指

導が求められる。 

 

【努力指標】 

適切な家庭学習課題

を準備し、事後指導も

ていねいに行ったか。 

 

Ａ  90％以上               Ｂ

 70％以上 

Ｃ 50％以上                 Ｄ

 50％未満                       Ｂ 

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

７月と

１２月

の２回 

  

 

⑤

 

生徒の読書意欲を高

め、図書室の利用の

増大を図る。 

 

 

78％の生徒が図書室を利用し大

幅に読書意識が高まった。「朝読

書」や「学級文庫」の指導等の成

果である。取り組みを継続したい

。 

 

【成果指標】（生徒） 

図書室の利用者数、図

書の貸し出し数が増

加したか。 

 

Ａ  90％以上の生徒が図書を借りた。 

Ｂ  80％以上の生徒が図書を借りた。 

Ｃ 図書を借りた生徒は50％以下だ。 

Ｄ 図書を借りる生徒は少ない。      Ｃ 

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

年度末

に行う。 

 

 

重点目標 
 

具体的取組 
 

主担

当 

 

現状 
 

評価の観点 
 

実現状況の達成度判断基準 
 

判定基準 
 

備考 

①

 

進路実現のために

、一般常識の定着

を図る対策を行う

。 

 

 

昨年度は毎週末課題を２、３年生

に出して進路実現への取り組み

を行った。 

 

 【努力指標】 

進路実現の為に一般

常識の定着を図る課

題を年間を通して毎

週実施している。 

 

A  実施率は100％であった 

B  実施率は８０％以上であった。 

C  実施率は６０％以上であった。 

D  実施率は６０％未満であった。    Ｂ 

 

評価がC以下の

場合は、取組み

を見直す。 

 

評価は

年度末

に行う。 

 

３

 

 生徒の目的

意識や働く意

欲を高めるた

め、外部講師の

活用を図るな

どキャリア教

育を推進する。 
②

 

 キャリアアドイ

ザーと連携し進路

実現の成果が上が

るように取り組む

。 

 

進路

指導

課 

学年

会 

 

 

 

 

 

キャリアアドバイザーの指導に

より生徒が抱える進路について

の悩みの把握に一定の効果があ

った。 

 

  【努力指標】（生徒

） 

キャリアアドバイザ

ーとの面談を通して、

進路実現に向けて大

変効果があった。 

 

A  100％であった。 

B  ９０％以上であった。 

C  ８０％以上であった。 

D  ８０％未満であった。            Ａ 

 

評価がC以下の

場合は、取組み

を見直す。 

 

評価は

年度末

に行う。 



 

 

  
③

 

個に応じた進路指

導を進めるために

面談を通して進路

対策を早めに行う

。 

 

進路

指導

課 

 

自分の進路の目標達成に向けて、

面談を通して早めに進路対策に

取り組む生徒はまだ少ない。 

 

  【努力指標】 

進路指導担当者や担

任が進路面談を積極

的に行っている。 

 

A  月に１回以上生徒全員の面談が行われた。 

B  面談が月に８０％以上の生徒に行われた。 

C  面談が月に７０％以上の生徒に行われた。 

D  面談が月に７０％未満の生徒に行われた。   

                                    Ｂ 

 

評価がC以下の

場合は、原因を

究明し改善する

。 

 

評価は

年度末

に行う。 

 

 

 

                                                                                                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 
 

具体的取組 
 

主担

当 

 

現状 
 

評価の観点 
 

実現状況の達成度判断基準 
 

判定基準 
 

備考 

 

４

 

 演劇教育・ス

カウティング

部活動を通し

て主体性や協

調性のある生

①

 

演劇教育推進課の

機能を改善し全教

員が対応できる演

劇教育を目指す。 

 

総 

務 

教 

務 

演劇

 

全教員で演劇教育を 推進できる

ようになったとする割合が92 
％ と年々高くなっている。 

 

【満足度指標】 

全教員で演劇教育を

推進できるようにな

ったと思う。 

 

Ａ  95％以上               Ｂ

 90％以上 

Ｃ 80％以上               Ｄ

 80％未満                        Ａ 

 

評価がＣ以下の

場合は、原因を

究明し改善を図

る。 

 

評価は

年度末

に行う。 



 

 

②

 

演劇コースの成果

発表として、卒業

公演を成功させる

。 

推進

課 

 

 

 

 

内部100％、生徒96 、保護者94
％が卒業公演が成功し、意義ある

ものであるとしている。本校最後

の卒業公演も保護者、地域との連

携を図りたい。 

 

【成果指標】（生徒） 

演劇教育の集大成と

しての卒業公演が成

功裡に行われた。 

 

Ａ  95％以上               Ｂ

 90％以上 

Ｃ 80％以上               Ｄ

 80％未満                        Ａ 

 

評価がＣ以下の

場合は原因を究

明し、改善策を

七尾東雲高校と

協議する。 

 

評価は

７月に

行う。 

③

 

スカウティング部

活動により、人間

形成を図る。 

 

スカ

ウテ

ィン

グ部 

 

平成１８年度より普通コースに

おいて県ボーイスカウト連盟の

協力を得ながら、体験活動を行い

忍耐力、達成感を養成した。 

 

【満足度指標】（生徒

） 

スカウティング部活

動が人間形成に役立

っていると思う。 

 

Ａ ９０％以上               

Ｂ ８０％以上               

Ｃ ７０％以上               

Ｄ ７０％未満                       Ｃ 

 

評価がＣ以下の

場合は取り組み

を見直す。 

 

評価は

年度末

に行う。 

 
徒の育成を図

るとともに、七

尾東雲高等学

校との連携拡

充に努める。 

④

 

七尾東雲高校との

連携を強化する。 

 

演劇

推進

課 

総務

課 

 

今年度をもって本校は閉校する

が、これまでの成果を七尾東雲高

校に引き継ぐための取り組みが

求められる。 

 

【努力指標】 

七尾東雲高校との連

携が充分にできてい

る。 

 

Ａ ９０％以上               

Ｂ ８０％以上               

Ｃ ７０％以上                  

Ｄ ７０％未満                       Ａ 

 

評価がＣ以下の

場合あは原因を

究明する。 

 

評価は

年度末

に行う。 

 


